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松
苧
神
社
は
、
古
来
松
之
山
郷
（
現

松
代
．
松
之
山
町
）
六
十
六
ケ
村
の
総

鎮
守
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
本
殿
の
創
建

は
、
一
千
余
年
の
昔
大
同
二
年
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
何
回
か
改
築

が
行
な
わ
れ
、
現
在
の
建
物
は
天
正
年

間
（
今
か
ら
約
四
〇
〇
年
前
）
に
建
立

さ
れ
た
も
の
と
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
殿
は
、
木
柄
が
太
く
、
軒
の
出
が

少
な
い
な
ど
厳
し
い
目
然
条
件
に
耐
え

る
よ
う
に
造
ら
れ
て
お
り
、
内
部
は
、

拝
殿
．
外
陣
・
内
陣
・
両
脇
陣
と
明
確

に
区
別
さ
れ
、
単
な
る
神
社
建
築
と
は

異
な
る
修
験
道
の
社
殿
で
あ
る
と
調
査

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
も
類
例
の
少
な
い
修
験
道
の

遺
構
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
内
陣
に
安

置
さ
れ
て
い
る
宮
殿
も
木
組
み
の
手
法

　
　
　
　
　
ヤ

に
時
代
色
（
室
町
末
期
）
が
よ
く
出
て

い
る
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
の
答

申
が
な
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
貴
重
な
財
産
の
保
存
・
管
理
を

は
か
り
、
後
世
に
伝
承
す
る
こ
と
を
目

的
に
松
苧
神
社
保
存
会
も
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
み
ん
な
で
こ
の
先
人
の
残
し
て

く
れ
た
財
産
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。
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特
別
会
計
を
合
わ
せ
て

　
　
　
総
額
二
十
七
億
一

　
三
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
日
間
に

わ
た
り
松
代
町
議
会
第
一
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
、
昭
和
5
3
年
度
予
算
が
原
案

通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
会
計
を
含
む
総
額
は
二
十
七
億

二
、
七
六
〇
万
円
で
前
年
度
当
初
予
算

に
比
し
四
億
八
、
一
七
七
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
は
統
合
中
学
校
建
設
・

農
業
生
産
基
盤
整
備
・
町
道
改
修
・
舗

水
道
建
設
第
二
次
計
画
と
し
て
、

区
と
海
老
に
簡
易
水
道
の
建
設
を
計
画

し
、
前
年
と
比
較
し
て
予
算
額
は
約
五

倍
の
三
億
一
、
四
二
〇
万
円
と
な
り
ま

し
た
。 一

、
七
六
〇
万
円

・
五
％
増
の
十
九
億
五
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
簡
易
水
道
事
業
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峠
地

装
等
の
大
事
業
が
あ
り
、
前
年
比
十
三

《予》

《算》

の
《編》

《成》

　
我
が
国
の
地
方
財
政
は
、
国
家
財
政

と
と
も
に
、
長
引
く
経
済
不
況
と
多
様

化
す
る
住
民
需
用
の
増
大
で
財
源
不
足

を
生
じ
、
毎
年
大
幅
な
借
金
財
政
の
止

む
な
き
に
致
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
町
も
例
外
で
は
な
く
、
こ
の
影
響

を
受
け
、
極
め
て
厳
し
い
財
源
難
に
遭

遇
し
な
が
ら
も
、
以
前
か
ら
今
日
あ
る

を
予
測
し
て
蓄
積
し
て
来
ま
し
た
積
立

（単位：千円）昭和53年度会計別予算総括表

区　　　　　　　分
本年度

予算額

前年度

予算額
比較増減 増減率

一　　般　　会　　計 L95α000 1，7凪000 23乳000 135％

国民健康保険特別会計 419338 42乳684 △　a346 △0．8

内　　事　業　勘　定
　　｛

37＆168 383784 △　5616 △1．5

訳　　診　療　勘　定 4L170 3＆900 乳270 5．8

簡易水道事業特別会計 314200 63，030 25L170 498．5

農業共済事業特別会計 44055 42101 L954 4．6

総　　　　　　計 272て593 乳245815 48L778 21．4

金
の
活
用
と
、
後
年
度
の
償
還
に
お
い

て
裏
付
の
あ
る
過
疎
債
辺
地
債
等
の
有

効
利
用
で
財
源
を
補
う
な
ど
、
困
難
な

情
勢
の
中
に
あ
り
な
が
ら
も
健
全
財
政

を
堅
持
し
つ
っ
、
一
般
会
計
・
特
別
会

計
併
せ
て
総
額
二
七
億
二
、
七
六
〇
万

円
、
前
年
度
対
比
二
一
．
四
％
増
の
予

算
を
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　
政
府
は
不
況
か
ら
の
脱
出
、
景
気
浮

揚
の
視
点
か
ら
一
・
五
カ
月
予
算
構
想
、

大
幅
な
赤
字
国
債
の
発
行
、
税
収
の
先

取
り
な
ど
に
よ
り
、
公
共
事
業
の
大
幅

な
拡
大
を
含
む
臨
時
異
例
の
予
算
を
編

成
し
ま
し
た
。
当
町
も
こ
れ
に
呼
応
し

て
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
え
な
が
ら
、

経
常
的
経
費
の
抑
制
な
ど
、
財
制
の
節

度
維
持
に
も
配
意
し
つ
つ
、
的
確
に
住

民
の
意
向
を
把
握
し
、
こ
れ
を
行
政
運

営
の
基
本
と
し
て
、
地
域
産
業
の
振
興

．
生
活
道
路
．
通
学
道
路
・
産
業
道
路

の
整
備
、
教
育
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
．
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
町
勢
の

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
基
本
理
念

に
置
き
、
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

般
会
計
《
歳
入
》

ω
　
町
税
に
つ
い
て
は
、
所
得
の
伸
び
、

　
家
屋
新
築
分
、
た
ば
こ
消
費
税
の
単

　
価
改
訂
分
な
ど
、
見
込
み
得
る
も
の

　
は
す
べ
て
計
上
し
、
一
億
一
、
六
六

　
五
万
円
、
前
年
度
比
一
七
・
六
％
増

　
を
計
上
し
ま
し
た
が
、
町
民
繁
栄
の

　
指
標
と
も
な
る
町
税
が
、
予
算
全
体

　
に
占
め
る
割
合
い
は
五
・
九
％
と
依

　
然
と
し
て
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

③
　
歳
入
全
体
の
約
半
分
近
く
を
占
め

　
る
地
方
交
付
税
は
、
八
億
六
七
八
万

　
円
、
前
年
度
比
一
一
・
三
％
を
見
込

　
み
ま
し
た
。

㈲
　
国
・
県
の
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

　
こ
れ
を
事
業
に
積
極
的
に
取
り
入
れ

　
統
合
中
学
校
の
建
設
を
は
じ
め
、
農

　
林
業
基
盤
整
備
・
道
路
改
良
な
ど
に
、

　
国
・
県
の
負
担
金
・
補
助
金
等
を
四

　
億
三
、
〇
九
八
万
円
と
大
輻
な
金
額

　
を
見
込
み
、
歳
入
に
努
力
す
る
こ
と

　
と
し
ま
し
た
。

＠
　
町
債
に
つ
い
て
は
、
後
年
度
の
償

　
還
で
裏
付
け
の
あ
る
過
疎
債
．
辺
地

　
債
等
を
主
軸
に
起
債
の
有
効
利
用
を

　
図
る
こ
と
と
し
、
二
億
八
、
六
五
〇

　
万
円
と
前
年
比
一
二
・
二
％
増
加
を

　
見
込
み
ま
し
た
。

特
別
会
計
《
歳
入
〉

ω
　
国
保
会
計
に
つ
い
て
は
、
医
療
費

　
の
引
き
上
げ
な
ど
医
療
費
の
増
大
に

　
よ
る
財
源
不
足
を
補
う
た
め
国
保
税

　
を
一
世
帯
当
た
り
五
、
○
○
○
円
引

　
き
上
げ
六
五
、
○
○
○
円
を
見
込
み

　
ま
し
た
。

③
　
簡
易
水
道
に
つ
い
て
、
本
年
度
峠

　
地
区
・
海
老
部
落
に
建
設
を
予
定
し

　
て
い
る
簡
易
水
道
の
分
担
金
に
つ
い

　
て
は
物
価
の
上
昇
等
建
設
経
費
の
増

　
大
で
、
一
戸
当
た
り
一
〇
万
円
と
し
、

　
他
に
流
末
工
事
費
一
〇
万
円
を
見
込

　
み
、
一
戸
当
た
り
納
入
額
を
合
計
二

　
〇
万
円
の
見
込
み
と
し
ま
し
た
。

般
会
計
《
歳
出
〉

ω
　
物
件
費
等
、
消
費
的
経
費
を
極
力

　
抑
制
し
、
そ
の
財
源
を
投
資
的
経
費

　
に
投
入
し
て
、
多
様
化
す
る
町
民
の

　
要
望
に
出
来
る
限
り
応
え
る
べ
く
努

　
力
し
ま
し
た
。

③
　
統
合
中
学
校
の
来
年
四
月
開
校
を

　
目
差
し
て
、
本
校
舎
建
築
の
継
続
と

　
新
た
に
寄
宿
舎
の
建
築
を
計
画
す
る

　
と
と
も
に
、
備
品
類
の
整
備
を
行
う

　
こ
と
と
し
、
三
億
四
、
三
五
五
万
円

　
と
本
年
度
最
大
の
事
業
費
を
投
入
し

　
ま
し
た
。

㈲
　
町
総
合
計
画
並
に
過
疎
対
策
事
業

　
計
画
に
も
と
づ
き
、
冬
期
生
活
道
路

　
　
　
　
　
（
次
・
ヘ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）



　
の
拡
充
強
化
に
重
点
を
置
き
、
町
道

　
等
の
改
修
一
］
線
・
舗
装
八
線
な
ど

　
道
路
の
整
備
に
合
計
一
億
五
、
四
四

　
九
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

㈲
　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業

　
の
基
盤
整
備
を
重
点
施
策
に
置
き
、

　
本
年
を
初
年
度
と
す
る
一
〇
年
計
画

　
の
水
田
利
用
再
編
（
生
産
調
整
）
対

　
策
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
、
厳
し
い

　
情
勢
の
中
で
、
農
業
経
営
へ
の
意
欲

　
減
退
を
極
力
防
止
し
、
限
ら
れ
た
土

　
地
と
労
働
力
の
中
で
一
層
の
生
産
性

　
向
上
を
図
る
た
め
、
団
体
営
圃
場
整

　
備
三
カ
所
、
地
す
べ
り
関
連
と
県
単

　
の
圃
場
整
備
各
一
カ
所
を
計
画
す
る

　
と
と
も
に
町
単
の
圃
場
整
備
を
一
ニ

　
カ
所
計
画
し
ま
し
た
。

　
　
農
道
関
係
で
は
、
農
免
道
路
二
線
、

　
町
単
農
道
三
線
、
林
道
で
は
、
開
設

　
一
線
、
舗
装
一
線
を
計
画
し
、
こ
れ

　
ら
農
林
業
の
振
興
に
三
億
一
一
八
万

　
円
を
投
入
い
た
し
ま
し
た
。

㈲
　
地
域
社
会
の
理
解
と
連
帯
に
支
え

　
ら
れ
た
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
の
実
現

　
に
基
本
を
お
き
、
実
践
的
諸
団
体
の

　
活
動
強
化
を
図
る
ほ
か
、
老
人
福
祉

　
．
身
障
福
祉
・
母
子
福
祉
・
児
童
福

　
祉
．
低
所
得
者
対
策
な
ど
従
来
か
ら

　
実
施
さ
れ
て
い
る
諸
施
策
を
き
め
こ

　
ま
か
く
、
し
か
も
積
極
的
に
こ
れ
を

　
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

㈲
　
消
防
．
防
災
態
勢
の
強
化
と
施
設

　
の
充
実
を
図
る
た
め
、
防
火
水
槽
・

　
器
具
置
場
．
消
火
栓
・
火
の
見
や
ぐ

　
ら
．
消
防
道
路
等
の
施
設
整
備
を
計

　
画
す
る
と
と
も
に
小
型
消
防
ポ
ン
プ

　
の
購
入
を
計
画
し
ま
し
た
。

ω
　
県
立
松
代
高
等
学
校
特
別
教
室
改

　
築
．
国
鉄
北
越
北
線
建
設
・
国
道
二

　
五
三
号
線
二
二
五
三
号
線
改
良
工
事

　
等
国
県
公
共
事
業
の
窓
口
と
し
て
の

　
機
能
が
遺
憾
な
く
発
揮
で
き
る
よ
う
、

　
こ
れ
ら
の
建
設
促
進
に
極
力
協
力
で

　
き
得
る
体
制
を
と
る
こ
と
と
し
ま
し

　
た
。

㈲
　
目
動
車
等
交
通
用
具
利
用
者
の
増

　
大
に
対
処
す
る
と
と
も
に
こ
れ
ら
利

　
用
者
の
利
便
を
考
慮
し
て
、
町
営
の

　
駐
車
場
を
松
代
に
建
設
す
る
べ
く
計

　
画
い
た
し
ま
し
た
。

働
　
生
産
調
整
・
余
剰
米
問
題
の
一
環

　
と
し
て
、
米
の
消
費
拡
大
と
農
村
に

　
マ
ッ
チ
し
た
学
校
給
食
を
推
進
す
る

　
た
め
小
学
校
に
炊
飯
施
設
を
行
い
、

　
卒
先
し
て
米
飯
給
食
に
踏
み
切
る
こ

　
と
と
し
ま
し
た
。

働
　
教
育
は
町
勢
発
展
の
基
礎
で
あ
り
、

　
生
涯
の
各
時
期
に
適
切
な
教
育
を
受

　
け
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
に

　
か
ん
が
み
、
学
校
教
育
の
施
設
設
備

　
の
充
実
を
は
か
る
と
と
も
に
、
社
会

　
教
育
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、

　
モ
デ
ル
地
区
公
民
館
を
設
定
し
公
民

　
館
活
動
の
活
発
化
を
図
る
こ
と
と
し

　
ま
し
た
。

⑰
　
青
少
年
の
健
全
育
成
と
町
民
の
健

　
康
増
進
、
体
位
の
向
上
を
図
る
た
め
、

　
社
会
体
育
の
推
進
と
町
体
育
協
会
の

　
設
立
育
成
な
ど
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振

　
興
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

㈱
　
町
民
の
健
康
の
確
保
・
増
進
・
一

　
貫
し
た
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目

　
途
に
、
国
保
所
属
保
健
婦
を
一
般
会

　
計
に
所
属
さ
せ
、
成
人
病
対
策
・
母

　
子
保
健
対
策
・
婦
人
の
貧
血
対
策
・

　
食
生
活
の
改
善
な
ど
全
町
民
の
保
健

　
衛
生
対
策
を
一
層
充
実
強
化
す
る
こ

　
と
と
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
《
歳
出
〉

ω
　
簡
易
水
道
建
設
第
二
次
計
画
と
し

　
て
、
峠
地
区
並
に
海
老
に
簡
易
水
道

　
の
建
設
を
計
画
し
ま
し
た
。

ω
　
国
保
会
計
で
は
助
産
費
を
二
人
ま

　
で
の
出
産
に
つ
い
て
四
万
円
を
六
万

　
円
に
、
三
人
目
以
上
六
万
円
を
八
万

　
円
に
増
額
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑥
　
共
済
会
計
で
は
、
地
力
培
養
と
病

　
虫
害
の
未
然
防
止
を
は
か
る
た
め
、

　
前
年
度
に
引
き
続
き
ワ
ラ
切
カ
ッ
タ

　
ー
六
〇
台
の
購
入
を
計
画
し
た
。

普
通
建
設
費
に
51

・
5
％

　
予
算
の
中
に
占
め
る
主
要
経
費
の
割

含
を
み
ま
す
と
、
義
務
的
経
費
で
は
、

職
員
の
給
与
・
議
員
・
教
育
委
員
・
農

業
委
員
な
ど
の
各
種
行
政
委
員
の
報
酬

等
の
人
件
費
が
焉
．
3
％
・
町
の
借
金

の
返
済
額
に
あ
た
る
公
債
費
が
6
・
4

％
、
生
活
保
護
世
帯
な
ど
へ
の
救
護
費

に
あ
た
る
扶
助
費
が
2
・
9
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
投
資
的
経
費
は
田
・
7
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
改
良
舗
装

・
ほ
場
整
備
事
業
・
集
落
開
発
セ
シ
タ

ー
建
設
・
災
害
復
旧
事
業
等
に
使
わ
れ

る
も
の
で
す
。
．

　
そ
の
他
の
経
費
が
22
．
7
％
、
各
種

施
設
の
調
度
品
・
通
常
使
う
消
耗
品
等

の
物
件
費
が
1
2
・
2
％
、
財
源
確
保
的

な
積
立
金
．
投
資
及
び
出
資
金
・
予
備

費
な
ど
で
0
・
6
％
、
特
別
会
計
へ
の

支
出
金
で
あ
る
繰
出
金
が
ー
・
8
％
と

い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇性質別歳出◇

　　　　　　藝　　　　　鞭　　　　繊　　　難　　獲　獲難

　　　　　鋸　　　　　
　　騒　欝

撲億駕7婁万円，磐灘、嘉

　　　　誘△1》～％◇1
　　　　■、イ！’．　　－　’げ嵯『

（その他経献麟5章万円

補助費　1億2，680万Fト

　維持補修費2，993万円

　債立金等1，392万円

　繰出金3，551万円

（3）



（4）

歳入歳出予算事項別明細

（単位：千円）

款 本年度予算額 前年度予算額 比　　較 予算総比率％

1市　　町　　村　　税 116，659 99，208 17，451 6．0

2地　方　譲　与　税 16，476 15，103 1，373 O．8

3目　動　車　取　得税 12，207 lO，700 1，507 0．6

4地　方　交　付　税 806，782 715，900 90，882 41．4
5交通安全対策特別交付金 436 320 ll6 0
6分担金及び負担金 60，565 54，107 6，458 3．1

7使用料及び手数料 6，458 5，738 720 0．3

8国　庫　　支　　出　金 218，530 207，102 11，428 11．2
9県　　支　　出　　金 212，456 204，928 7，528 10．9

10財　　産　　収　　入 14，705 17，360 △　　2，655 0．8

ll寄　　　　附　　　　金 0 0 0 0
12繰　　　　入　　　　金 155，000 100，000 55，000 8．0

13繰　　　　越　　　　金 15，000 15，205 △　　　205 0．8

14諸　　　　収　　　　入 28，226 17，129 11，097 1．4

15町　　　　　　　　債 286，500 255，200 31，300 14．7
歳　　入　合　　計 1，950，000 1，718，000’ 232，000 】00．0

（単位：千円）

，
！

9
1図歳入図ラ

1　　 款

11市町1，

12地方譲
13目動車取
14地方交1　5交通安全対策特
，

16分担金及び
17使用料及び
18国庫支
19県支一，

llo財産壇lll寄　附
！12繰　 入

ll3繰　越▼

ll4諸　収
ll5町
コ　歳入合，

1図歳出図1
1　　款サ

ll議　会
12総　務
13民　生14衛　生，

15労　働
16農林書17商　工18土　木，

19消　防
llo教　育
1】1災害復
112公　債，

1玉3予　備
1　歳出合ヤ

主
要
経
費
関
係
予
算

　
（
建
設
的
事
業
を
除
く
）

総
務
費
関
係

行
政
事
務
委
託
料
　
四
九
三
万
円

雪
上
車
．
ク
ロ
ー
ラ
ー
修
繕
・
燃
料

費
六
三
六
万
円

冬
期
保
安
委
員
報
酬
等

　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
〇
万
円

県
知
事
・
農
業
委
員
選
挙

　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
一
万
円

ク
ロ
ー
ラ
ー
．
雪
上
車
運
転
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
八
万
円

予
防
接
種
費
等

成
人
病
予
防
費

母
子
保
健
費

そ
の
他
予
防
費

危
険
物
処
理
費

ご
み
処
理
費
　
一
、

し
尿
処
理
費

労
働
費
関
係

款 本年度 前年度 比　　較 算構成比率％

1　議　　　会　　　費 30乳H2 26，869 3，243 1．5

2　総　　　務　　　費 180，374 175，679 4，695 9．3

3　民　　　生　　　費 149，325 146，527 2，798 7．7

4　衛　　　生　　　費 76，891 67，265 9，626 3．9

5　労　　　働　　　費 12，867 13，067 △　　　200 0．7

6　農　　林　　業　費 408，469 345，841 62，628 21．0
7　商　　　工　　　費 2，968 2，563 405 0．2

8　土　　　木　　　費 366，843 381，925 △　15，082 18．8
9　消　　　防　　　費 68，060 52，016 16，044 3．5

10　教　　　育　　　費 517，436 401，130 116，306 26．5
】1　災　害　復　旧　費 4，630 7，084 △　　2，454 0．2

12　公　　　債　　　費 123，761 94，692 29，069 6．3

玉3　予　　　備　　　費 8，264 3，342 4，922 0．4

歳　　出　　合　　計 1，950，000 1，718，000 232，000 100．0

五
四
八
万
円

四
五
三
万
円

一
八
九
万
円

四
一
八
万
円

一
一
九
万
円

〇
四
六
万
円

三
〇
七
万
円

民
生
費
関
係

老
人
医
療
費
扶
助
費

　
　
　
　
　
　
三
、
七
五
九
万
円

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
費
助
成
金
等

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
八
万
円

障
害
福
祉
費
　
　
　
一
七
六
万
円

児
童
手
当
　
　
一
、
三
四
九
万
円

衛
生
費
関
係

帰
省
バ
ス
借
上
料
等
五
六
八
万
円

出
稼
組
含
補
助
金
　
　
六
〇
万
円

農
林
業
費
関
係

農
業
振
興
費
　
　
　
九
九
九
万
円

畜
産
　
〃
　
　
　
　
一
六
六
万
円

林
業
　
〃
　
　
　
　
五
〇
三
万
円

商
工
費
関
係

商
工
振
興
費
　
　
　
二
九
六
万
円

土
木
費
関
係

融
雪
施
設
維
持
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

臨
時
雇
運
転
手
賃
金
四
五
三
万
円

除
圧
雪
事
業
委
託
料
二
六
〇
万
円

除
雪
機
械
借
上
料
　
六
〇
〇
万
円

除
圧
雪
機
械
燃
料
費
一
八
五
万
円

消
防
費
関
係

上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
四
、
〇
四
一
万
円

消
防
団
員
等
報
酬
　
四
八
九
万
円

消
防
団
員
退
職
報
償
組
合
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

冬
期
団
員
．
婦
人
消
防
協
力
隊
等

報
償
費
　
　
　
　
　
一
〇
四
万
円

教
育
費
関
係

町
育
英
事
業
奨
学
金
一
八
九
万
円

校
外
体
育
遠
征
費
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

学
校
管
理
費

　
　
　
　
一
億
二
、
六
四
九
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

療
養
給
付
費

　
　
　
　
三
億
二
、

高
額
療
養
費
　
二
、

助
産
費

一
八
○
万
円

三
四
五
万
円

二
六
〇
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

一
般
管
理
費
　
二
、
四
六
二
万
円

農
業
共
済
事
業
特
別
会
計

農
作
物
共
済
勘
定

　
　
　
　
　
　
一
、

蚕
繭
共
済
勘
定

家
畜
共
済
勘
定

業
務
勘
定

八
四
三
万
円

　
二
三
万
円

三
四
〇
万
円

三
四
九
万
円



◇
◆
◇
主
要
建
設
事
業
費
関
係
予
算
◇
◆
◇

（単位；千円）

事　　業　　名 事　　業　　内　　容 事業費
財　　　源　　　内　　　訳

国支出金 県支出金 起　債 その他 一般財源

蒲生保育園増築工事 園児遊戯室及び静養室（9・5坪） 3，000 3，000

患者輸送者整備事業 へき地患者輸送車

マイクロパス26人乗（1台）

2，400 600 1，800

貸付牛購入費 和牛　　20頭購入 5，000 1，912 620 2，468

農業生産基盤

整　　備　　事　業

町単農道開設工事（3線） 10，000 10，000

町単圃場整備事業（約20ケ所） 6，500 6，500

農免農道工事負担金（2線）

（南部線・蓬平線）

19，075 19，000 75

県単圃場整備事業

1ケ所（区画整理6・5ha）

（太平地区）

33，500 12，680 10，360 10，460

団体営圃場整備事業

2ケ所（19．1ha）
（室野第2、室野地区）

123，700 71，410 16，000 31，436 4，854

地すべり関連圃場整備事業

1ケ所（送水管伏設）（蒲生地区）

25，310 17，777 1，000 4，700 1β33

集落開発セソター
建　　設　　事　　業

苧島集落開発センター

（木造二階建145．74㎡）

12」32 2，500 8，500 1，132

特定農山村振興特別

対　　策　　事　業

蒲生生活改善センター（199．2め

竹所生活改菩センター（118．4切

26，324 16，273 8，400 1，651

農業機械購入事業

　　　田植機　　6台
（補助）　乾燥機　　1台

　　　コンパイン1台

2，872 1，722 1，150

林道整備事業

普通林道開設事業

田沢工区　　365m
（　　　　　　　　　）
下山工区　　180m

64，000 45，640 10，700 7，660

林道舗装工事

（下山工区　　580m）

16，000 8，866 5200 1，934

造　林　　事　　業

町　行造　林

海老造林　　　　　50ha
（　　　　　　　　　　　）
海老作業道路　　600m

6，544 3，410 3，134

道路新設改良事業

町道改修工事（12線） 61，240 42，400 18β40

町道舗装工事（8線） 66，420 44，800 21，620

病院跡地駐車場整備（2，600〆） 1，865 1，865

町道改良工事（1線） 21，264 14，000 5，200 2ρ64

駅前整備事業 駅前道路整備工事土捨場農地復旧 85，210 43，000 35ρ00 7，210

建設機械購入
タイヤードーザー（1台） 17，100 11，400 4，500 1，200

ジープ　　　　（1台） 2，000 2，000

消防施設整備事業
小型動力ポンプ（3台） 2β91 1，602 1，089

防火水槽建設補助（1ヵ所） 3，270 3270

統合中学校建設事業

校舎建築　　1，817ガ

寄宿舎建築　1，255ガ

道路舗装他設計管理委託等

343，555 120，939 77，800 100，000 44，816

簡易水道建設事業

峠地区簡易水道工事

（4部落　121世帯）

212，560 80，100

130，300 4，870 15，300

海老地区簡易水道工事

（1部落　　32世帯）

27，810 9，800

．
町
議
会
第
辮

新
年
度
予
算
な
ど
議
決

　
去
る
三
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
日

間
に
わ
た
り
、
町
議
会
第
一
回
定
例
会

が
開
催
さ
れ
、
昭
和
5
3
年
度
予
算
を
含

む
％
件
の
議
案
が
付
議
・
議
決
さ
れ
ま

し
た
。
議
決
さ
れ
た
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◆
5
2
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
七

　
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
一
、
五
五
七
万
九
千
円
が
追
加

さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
八
億
六
、

四
八
五
万
二
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の
。

町
税
五
二
三
万
円
・
地
方
譲
与
税
四
〇

四
万
円
．
地
方
交
付
税
二
、
一
七
八
万

円
・
国
庫
支
出
金
八
九
五
万
円
・
財
産

収
入
二
、
〇
九
四
万
円
・
諸
収
入
三
、

八
五
〇
万
円
・
町
債
一
、
八
｝
○
万
円

を
増
額
。

県
支
出
金
二
、
〇
四
二
万
円
・
繰
入
金

八
千
万
円
を
減
税
。

「
歳
出
」
主
な
も
の
。

総
務
費
五
、
三
七
二
万
円
・
民
生
費
一

二
四
万
円
・
公
債
費
三
三
〇
万
円
を
増

額
。労

働
費
一
七
五
万
円
・
農
林
業
費
二
、

九
四
九
万
円
・
土
木
費
八
三
九
万
円
・

消
防
費
二
一
〇
万
円
・
教
育
費
八
二
万

円
を
減
額
。

◆
5
2
年
度
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
、
一
四
六
万
三
千

円
減
額
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
三
億
四
、

三
四
四
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
減
額
は
、
一
部
負
担
金

九
九
五
万
円
、
国
庫
支
出
金
二
、
四
五

一
万
円
、
繰
入
金
九
〇
〇
万
円
で
、
歳

出
で
は
保
険
給
付
費
が
四
、
七
四
三
万

円
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
診
療
施
設
勘
定
で
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
一
六
二
万
円
が

追
加
さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
四
、
一

五
七
万
五
十
円
と
な
り
ま
し
た
。

◆
5
2
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

　
正
予
算
（
第
四
号
）
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
八
五
万
八
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
六
、
七
九
七
万
二
千
円

と
し
ま
し
た
。

◆
松
代
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
5
3
年
4
月
－
日
か
ら
適
用
さ
れ
る
も

の
で
、
監
査
委
員
・
農
業
委
員
・
教
育

委
員
・
社
会
教
育
委
員
な
ど
三
九
の
非

常
勤
特
別
職
の
報
酬
が
お
お
む
ね
7
％

を
目
標
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
松
代
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

　
改
正
に
つ
い
て

　
助
産
費
を
二
人
ま
で
の
出
産
に
つ
い

て
四
万
円
を
六
万
円
に
、
三
人
目
以
上

の
出
産
に
つ
い
て
は
六
万
円
を
八
万
円

に
増
額
し
ま
し
た
。

◆
松
代
町
水
道
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

　
い
て

　
給
水
区
域
を
次
の
よ
う
に
改
め
ま
し

た
。

◎
松
代
簡
易
水
道
事
業
の
給
水
区
域
は

　
　
　
　
　
　
（
次
ぺ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



（6）

松
代
・
小
荒
戸
．
太
平
．
菅
刈
．
田
沢

・
千
年
・
池
尻
・
犬
伏
・
蒲
生
．
儀
明

・
福
島
・
室
野
一
円
。

◎
峠
地
区
簡
易
水
道
事
業
の
給
水
区
域

は
、
竹
所
・
濁
・
峠
・
木
和
田
原
一
円
。

◎
海
老
簡
易
水
道
事
業
の
給
水
区
域
は
、

海
老
。

　
た
だ
し
、
配
水
管
の
な
い
区
域
又
は

工
事
施
行
若
し
く
は
給
水
に
支
　
の
あ

る
と
こ
ろ
は
給
水
し
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
（
4
月
－
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
）

◆
国
民
年
金
印
紙
購
買
基
金
の
設
置
・

　
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の
［

　
部
改
正
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
印
紙
の
購
買
基
金
の
額
、

「
一
、
二
〇
〇
万
円
以
内
」
と
あ
る
の

を
「
二
、
五
〇
〇
万
円
以
内
」
に
改
め

ま
し
た
。

◆
松
代
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部
改
正

　
に
つ
い
て

　
家
畜
共
済
の
共
済
掛
金
率
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
。

（
5
3
年
4
月
－
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
」

◆
松
代
町
文
化
財
保
護
条
例
の
改
正
に

　
つ
い
て

　
文
化
財
保
護
法
の
改
正
に
伴
い
、
昭

和
45
年
に
制
定
し
た
条
例
を
、
全
面
改

正
し
ま
し
た
。
　
（
5
3
年
4
月
1
日
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す
。
）

◆
松
代
町
文
化
財
調
査
審
議
会
設
置
条

　
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
文
化
財
調
査
番
議
会
と
あ
る
の
を
、

文
化
財
保
護
審
議
会
に
改
め
ま
し
た
。

◆
エ
場
誘
致
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
町
内
に
製
造
の
事
業
を
行
う
工
場
の

誘
致
を
促
進
す
る
た
め
便
宜
を
供
与
す

る
ほ
か
、
奨
励
措
置
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
設
置
を
容
易
に
し
、
地
域
産

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

◆
竹
所
・
濁
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

　
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
竹
所
・
濁
地
区
の
道
路
．
橋
梁
の
整

備
を
行
う
も
の
で
、
5
5
年
度
完
了
を
目

標
に
木
和
田
原
・
竹
所
線
の
整
備
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

◆
町
道
の
認
定
に
つ
い
て

　
松
代
字
源
太
を
起
点
に
東
山
・
松
之

山
境
を
終
点
と
す
る
松
代
・
海
老
・
東

山
線
（
総
延
長
九
、
二
五
二
・
四
m
、

巾
員
二
・
五
m
～
五
・
O
m
）
を
町
道

と
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

◆
農
業
共
済
事
業
の
賦
課
額
及
び
賦
課

　
単
価
の
決
定
に
つ
い
て

　
昭
和
5
3
年
度
の
賦
課
額
及
び
賦
課
単

価
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

一
、
事
務
費
賦
課
金
一
一
一
万
四
千
円

二
、
賦
課
単
価

ω
水
稲
共
済
割
1
0
a
当
り
　
一
〇
〇
円

ω
蚕
繭
共
済
割
－
箱
当
り
　
　
五
〇
円

⑬
家
畜
共
済
割
－
頭
当
り

　
（
大
）
三
五
〇
円
（
中
）
　
一
〇
〇
円

＠
均
等
割
　
　
－
人
当
り
　
一
〇
〇
円

◆
昭
和
53
年
度
一
般
会
計
予
算
・
国
民

　
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
・
簡
易
水

　
道
事
業
特
別
会
計
予
算
・
農
業
共
済

　
事
業
特
別
会
計
予
算
　
　
（
別
掲
）

町
議
会
常
任
委
員
会

　
三
月
定
例
議
会
で
次
の
と
お
り
常
任

委
員
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
任
期
は
一
年
で
す
。

　
◎
印
委
員
長
　
○
印
副
委
員
長

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
◎
小
　
堺
　
盛
　
一

〇
柳
　
　
　
幸
　
雄

　
　
柳
　
　
　
茂
　
雄

　
　
村
　
山
　
寿
平
次

　
　
柳
　
　
　
政
　
喜

　
　
市
　
川
　
璋
　
次

社
会
常
任
委
員
会

　　　　　建
　　　○◎設　　　　○◎
柳小小関富常関小石室若中
　　　　　任
　堺堺谷沢委谷山野岡井村
　　　　　員
晴又長達恭会太政英忠博俊

二七平治松　平一一二俊弥正

産
業
経
済
常
任
委
員
会

◎
小
野
島

　　　○
井柳秋村

山山上

政庄智義正

喜一義郎守

●
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。
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】
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1
・
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じ
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町役場職員人事異動

　4月1日付で町役場職員の人事異動が行なわれましたの

で、その移動をお知らせします。

新所　属 氏　名 旧 所　属

社会課　戸籍係長 関谷幸一郎 奴奈川支所長

社会課　国保係 鈴木　清彦 公民館

社会課　国保診療所 相沢　　守 総務課 庶務主任

総務課　消防統計係 柳　　健r一 建設課 土木係

総務課　庶務係 佐藤　信一 国保診療所

建設課　土木係 菅井　正一一 総務課 消防統計係

教育委員会　公民館 石口　博雄 社会課 国保係

教育委員会　庶務係 五十嵐由美子 公民館

松代保育園　保母 佐藤千枝子 室野保育園 保母

蒲生保育園　保母 山岸喜美江 松代保育園 保母

室野保育園　保母 富沢キヨノ 松代保育園 保母

総務課付 山岸　弘道 社会課 戸籍係長

退　　　職 矢沢藤太郎 峠小学校用務員

〃 山岸　涼子 蒲生保育園 保母

浜湊湊灘懸湊灘継灘慈灘慈灘窓灘継灘
賎　　献　　＼懸潔浜湊湊潔潔懸懸湊湊潔潔

1…騨＼臨雛畿葵懲痴濾蒸養養濾湊濾潔湊灘湊灘蒸湊潔
灘継湊灘継湊灘繰灘縦湊潔懸懸湊懸
＼…X＼　饗養畿潔潔
潔葵潔灘継懸潔灘薫灘継潔濾濾潔潔潔懸

麟
雛
麟
難
撚

鑑
辮
灘

湊
湊
潔
懸
養
湊
潔
灘
潔

さそい合わせて棄権のないように投票所へ。▲

▲　明るい、正しい選挙は1人1人の有権者の心が

　けからです。
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☆
一
※
町
の
教
職
∵
員
．
異
動
筏
”
　
一
、

▲
新
し
く
松
代
町
に
来
ら
れ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
（
転
入
・
新
採
用
）

松
代
小
学
校
　
以
下
（
　
）
は
旧
任
校

　
高
野
悠
　
本
校
（
上
越
市
南
本
町
小
）

　
米
持
敏
夫
　
本
校
（
上
越
市
直
江
津

　
　
　
　
　
　
中
）

　
和
栗
秀
子
　
本
校
（
長
岡
市
宮
内
小
）

　
中
村
久
美
子
　
本
校
　
新
採
用
　
養

　
　
　
　
　
　
　
教

　
金
井
敦
子
　
菅
刈
分
（
加
茂
市
加
茂

　
　
　
　
　
　
小
）

　
富
沢
康
子
　
蓬
平
分
　
新
採
用

　
本
山
政
司
　
小
屋
丸
分
（
小
千
谷
市

　
　
　
　
　
　
小
千
谷
小
）

清
水
小
学
校

　
清
水
淳
一
　
校
長
（
糸
魚
川
市
教
育

　
　
　
　
　
　
委
員
会
指
導
主
事
）
中

　
　
　
　
　
　
学
校
兼
務

　
曾
根
康
二
　
教
頭
（
上
越
市
東
本
町

　
　
　
　
　
　
小
教
諭
）

孟
地
小
学
校

　
高
橋
和
美
　
本
校
　
新
採
用

　
関
谷
利
良
　
滝
沢
分
　
新
採
用

北
山
小
学
校

　
福
島
貴
美
子
　
本
校
　
新
採
用

　
久
保
田
清
美
　
本
校
（
十
日
町
市
東

　
　
　
　
　
　
　
小
）
養
教

蒲
生
小
学
校

　
飯
塚
不
二
男
　
本
校
　
校
長
（
上
越

　
　
　
　
　
　
　
市
城
西
中
教
頭
）

　
高
橋
邦
彦
　
儀
明
分
　
新
採
用

室
野
小
学
校

　
高
橋
渡
　
校
長
（
松
之
山
町
松
里
小

　
　
　
　
　
　
　
校
長
）

　
堀
内
長
門
　
　
（
上
越
市
大
町
小
）

　
牧
田
一
美
　
新
採
用
　
事
務
職
員

峠
小
学
校

　
磯
貝
清
人
　
校
長
（
青
海
町
青
海
小

　
　
　
　
　
　
　
　
教
頭
）

　
清
水
美
邦
（
上
越
市
大
手
町
小
）

　
佐
藤
祐
子
　
新
採
用

桐
山
小
学
校

　
上
村
圭
三
　
教
頭
（
川
西
町
上
野
小

　
　
　
　
　
　
　
　
教
諭
）

　
柳
文
子
　
　
（
上
越
市
第
二
中
）
養
教

松
代
中
学
校

　
野
本
正
三
　
校
長
（
松
之
山
町
東
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
校
長
）

　
五
十
嵐
静
夫
　
　
（
上
越
市
直
江
津
中

　
　
　
　
　
　
　
・
視
聴
覚
主
事
）

　
古
川
正
治
　
　
（
上
越
市
新
道
中
）

　
吉
田
勉

孟
地
中
学
校

　
秦
和
子

山
平
中
学
校

　
小
池
豊
一

桐
山
中
学
校

　
寺
島
恒
一

　
小
山
玲
吉

　
河
野
裕

（
妙
高
々
原
町
妙
高
中
）

（
朝
日
村
三
面
二
中
）

　
（
上
越
市
直
江
津
中
）

教
頭
（
浦
川
原
村
浦
川

　
　
原
中
・
社
教
主
事
）

　
（
中
郷
村
中
郷
中
）

　
　
　
　
　
新
採
用

▲
勤
務
す
る
学
校
が
変
わ
っ
た
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
配
置
替
え
）

　
佐
藤
菊
治
　
　
（
松
代
小
蓬
平
分
↓
本

　
　
　
　
　
　
校
）

　
新
保
静
江
　
　
（
松
代
小
小
屋
丸
分
↓

　
　
　
　
　
　
本
校
）

　
引
間
久
美
子
　
　
（
孟
地
小
滝
沢
分
↓

　
　
　
　
　
　
　
本
校
）

　
津
幡
美
智
子
　
　
（
北
山
小
↓
蒲
生
小

　
　
　
　
　
　
　
儀
明
分
）

▲
復
職
さ
れ
た
先
生

松
代
中
学
校

　
佐
藤
教
美

▲
こ
の
人
事
異
動
で
他
の
市
町
村
へ

　
転
出
さ
れ
た
先
生

松
代
小
学
校
　
以
下
（
　
）
内
は
松
代

町
在
任
校
ー
転
任
先
校

　
小
林
ミ
チ
ョ
　
　
（
本
校
↓
吉
川
町
旭
小
）

　
野
本
紹
一
　
（
本
校
↓
上
越
市
西
小
）

　
桑
名
裕
子
　
　
（
本
校
↓
妙
高
村
関
山

　
　
　
　
　
　
小
）

　
浅
野
多
津
子
　
　
（
本
校
↓
上
越
市
上

　
　
　
　
　
　
　
雲
寺
小
）

　
市
川
ヤ
ウ
　
　
（
菅
刈
分
↓
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
十
日
町
小
）

　
中
村
浄
光
　
　
（
小
屋
丸
分
↓
柿
崎
町

　
　
　
　
　
　
黒
川
小
）

清
水
小
学
校

　
保
坂
忠
義
　
校
長
（
浦
川
原
村
中
保

　
　
　
　
　
　
　
　
倉
小
へ
）

　
引
場
脩
二
　
教
頭
（
糸
魚
川
市
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
会
へ
）

孟
地
小
学
校

　
竹
原
育
子
　
　
（
本
校
↓
田
上
町
羽
生

　
　
　
　
　
　
田
小
）

　
竹
田
正
光
　
　
（
滝
沢
分
↓
糸
魚
川
市

　
　
　
　
　
　
上
早
川
小
）

蒲
生
小
学
校

　
堺
嘉
治
　
校
長
（
本
校
↓
新
潟
大
学

　
　
　
　
　
　
　
附
属
高
田
小
へ
）

　
小
川
和
彦
　
　
（
儀
明
分
↓
新
潟
市
丸

　
　
　
　
　
　
山
小
）

室
野
小
学
校

　
笠
原
義
郎
　
校
長
（
上
越
市
谷
浜
中
へ
）

　
小
林
和
雄
（
糸
魚
川
市
西
山
小
教
頭
）

峠
小
学
校

　
牛
木
武
男
　
校
長
（
糸
魚
川
市
南
西

　
　
　
　
　
　
　
　
海
小
へ
）

　
佐
藤
龍
正
　
　
（
新
井
市
新
井
小
へ
）

　
永
越
幸
枝
　
　
（
糸
魚
川
市
糸
魚
川
小
へ
）

桐
山
小
学
校

　
西
沢
礼
二
　
教
頭
（
小
国
町
法
来
小

　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
）

　
高
木
裕
子
　
　
（
糸
魚
川
市
大
野
小
へ
）

松
代
中
学
校

　
武
藤
敦
　
校
長
（
板
倉
町
板
倉
中
へ
）

　
北
川
建
　
　
（
安
塚
町
安
塚
中
へ
）

　
早
川
雅
雄
（
浦
川
原
村
浦
川
中
へ
）

　
大
滝
祐
幸
　
　
（
新
潟
市
木
戸
中
へ
）

　
瀬
川
洋
子
　
　
（
能
生
町
能
生
中
へ
）

孟
地
中
学
校

　
竹
田
吉
郎
　
　
（
新
井
市
新
井
中
へ
）

山
平
中
学
校

　
牧
野
久
宣
　
　
（
中
郷
村
中
郷
中
へ
）

桐
山
中
学
校

　
渡
辺
正
次
　
教
頭
（
能
生
町
磯
部
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
）

　
広
川
唯
一
　
（
能
生
町
高
倉
小
教
頭
）

　
阿
部
次
郎
　
　
（
柏
崎
市
柏
崎
二
中
へ
）

▲
　
退
職
さ
れ
た
先
生

孟
地
小
学
校

　
柳
キ
ノ

蒲
生
小
儀
明
分
校

　
倉
石
芳
子

松
代
高
校

　
　
　
　
教
職
員
異
動

◎
転
入
・
新
採
用

滝
沢
武
利
　
教
頭
　
新
潟
中
央
高
校
か
ら

遠
藤
利
光
　
新
採
用
（
新
潟
大
学
）

千
葉
　
駿
　
新
採
用
（
新
潟
大
学
）

◎
転
　
出

渡
辺
精
也
　
教
育
庁
　
高
校
教
育
課
へ

中
沢
規
夫
　
水
原
高
校
へ

山
田
理
三
郎
　
六
日
町
高
校
へ

（7）



（8）

恵
ま
れ
な
い
子
ら
に
光
を

松
代
町
に
在
宅
訪
問
学
級
が
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
3
年
度
小
・
中
学
校
学
級
編
成
よ
り

児
童
　
生
徒
71
名
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
生
は
　
名
増

　
今
年
度
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
数

や
学
級
編
制
の
状
況
は
左
の
表
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
小
学
生

30

人
、
中
学
生
41
人
、
計
7
1
人
の
減
と

な
り
、
依
然
と
し
て
減
少
傾
向
は
衰
え

る
様
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
学
級
数
は
、
松
代
小
学
校
に
在
宅
訪

問
学
級
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
一

学
級
増
え
ま
す
が
、
逆
に
松
代
小
小
屋

丸
分
校
．
孟
地
小
学
校
・
孟
地
小
滝
沢

分
校
で
そ
れ
ぞ
れ
一
学
級
の
減
と
な
り
、

小
学
校
全
体
で
は
二
学
級
の
減
と
な
り

ま
し
た
。
教
職
員
数
は
、
小
屋
丸
・
滝

沢
分
校
で
そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
減
、
松
代

小
学
校
で
は
学
級
増
に
伴
い
二
名
の
増

配
が
あ
り
室
野
小
学
校
に
事
務
職
員
が

配
置
さ
れ
た
こ
と
と
、
孟
地
小
学
校
に

一
名
特
配
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
全
体

と
し
て
は
昨
年
よ
り
一
名
増
と
な
り
ま

す
。　

中
学
校
は
、
学
級
数
・
教
職
員
数
と

も
に
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
身
障
害
児
の
た
め
に

在
宅
訪
問
学
級
が
開
設
さ
れ
る

　
在
宅
訪
問
学
級
と
は
、
心
身
に
障
害

を
も
ち
、
登
校
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、

義
務
教
育
さ
え
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
不
幸
な
子
供
た
ち
を
対
象
に
、

先
生
が
家
庭
を
訪
問
し
た
り
、
時
に
は

学
校
に
集
め
た
り
し
て
教
育
を
す
る
学

級
で
す
。
今
ま
で
は
こ
の
よ
う
な
子
供

た
ち
は
「
就
学
猶
予
」
と
い
う
制
度
に

ょ
り
、
入
学
を
遅
ら
せ
た
り
、
あ
る
い

は
学
校
教
育
を
受
け
さ
せ
ず
家
庭
に
お

く
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
教
育
の
機
会
均
等
の
理
念
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
子
ら
の
教
育

を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
国
で
は
、
5
4
年
度
か
ら
こ
の
子
供

た
ち
の
教
育
を
完
全
に
義
務
化
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
が
、
松
代
町
で
は
、
国

に
一
年
先
が
け
て
義
務
教
育
の
完
全
な

実
施
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
在
宅
訪
問
学
級
は
、
松
代
小
学
校
に

設
置
さ
れ
ま
す
が
、
松
代
小
学
校
区
域

の
も
の
で
は
な
く
、
全
町
の
心
身
に
障

害
を
も
つ
児
童
が
学
ぶ
学
級
で
す
。

昭和53年度小・中学校児童・生徒数
　　　　　　　　　　　　　　学級編制状況一覧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（53．4．1）

児童生徒数・学級編成の型（・印単式学級（複式学級）
学級数0内

学　校　名 昨年
との

特　殊外
教職員数

1年 2年 3年 4年 5年 6年 特殊 計 比較 本年 増減 年 鰍
松代小学校

●
3 3

●
2
8

●　　●

46
●
3 0 0

4
2

●
3
8

●　　●

5 222 一9 軽2） 1 15 2
〃菅刈分校 3 4 1 0 6 6 20 一2 3 3
〃蓬平分校 3 5 2 4 5 6 25 3 3 3
〃小屋丸分校 3 2・ 1 2 8 一4 2 一1 2 一1

〃下山分校 2 3 2 2 1 2 12 3 3
清水小学校 1 4 4 2 5 4 20 一3 3 6

孟地小学校 3 6 12 6 12 8 47 一3 3 一1 7
〃海老分校 2 3 1 4 10 一1 2 2
〃滝沢分校 1 2 3 一2 1 一1 1 一1

北山小学校 5 3 6 3 3 4 24 1 3 6
”あざみ平分校 2 4 2 5 6 3 22 1 3 3
蒲生小学校 2 6 4 7 7 6 32 一4 3 6

●

〃寺田分校 2 2 2 4 3 13 3 3
〃儀明分校 6 5 3 5 3 7 29 3 3 3
室野小学校

●
1
0

●
9

●
1
4

●
1
3

●
2 1

●
1
7 84 一5 6 9 1

峠小学校 6 4 8 7 10 8 43 一4 3 5
●

桐山小学校 3 1 1 2 5 0 12 一1 3 6
小　計 83 90 111 87 138 112 5 626 一30 5q2》 一2 83 1

松代中学校 46 59 52 3 160 一16 て1） 16

清水中学校
●
4

●
6

●
6 16 一2 3 6

● ● ●

孟地中学校 11 8 15 34 崎 3 7
● ● ●

山平中学校 16 19 21 56 → 3 8
● ● ●

奴余川中学校 24 31 20 75 一7 3 8
● ● ●

桐山中学校 4 2 5 11 一1 3 6
小　計 105 125 119 3 352 一41 2オ1） 0 51 0
合　　計 978 一一71 134 1
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嬢
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難
叢
糞
欝

　
春
は
、
卒
業
や
進
学
、
就
職
そ
し
て

出
稼
者
の
帰
郷
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
わ

た
し
た
ち
は
急
に
あ
わ
た
だ
し
い
毎
日

に
な
り
ま
す
。
人
は
と
か
く
忙
し
さ
に

追
わ
れ
る
と
、
ふ
だ
ん
気
を
く
ば
っ
て

い
る
大
切
な
事
を
う
っ
か
り
忘
れ
て
し

ま
い
気
が
つ
い
た
時
に
は
も
う
手
遅
れ

に
な
っ
て
い
た
な
ど
と
言
う
事
が
よ
く

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
を
繰
返
さ

な
い
よ
う
前
も
っ
て
計
画
的
に
物
事
を

進
め
た
い
も
の
で
す
。
特
に
国
民
年
金

は
私
た
ち
将
来
の
生
活
の
基
礎
と
言
え

る
重
要
な
事
柄
で
す
か
ら
、
生
活
事
情

が
変
っ
た
時
、
た
と
え
ば
国
民
年
金
に

加
入
し
た
人
が
工
場
や
会
社
に
勤
め
厚

生
年
金
等
公
的
年
金
に
加
入
し
た
時
、

逆
に
工
場
や
会
社
を
や
め
た
時
は
、
速

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

や
か
に
役
場
の
国
民
年
金
係
に
届
け
て

下
さ
い
。
こ
れ
ら
の
届
出
は
年
金
に
加

入
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
保
険
料
を

納
め
る
と
同
様
に
大
切
な
事
で
す
。
こ

の
手
短
な
届
出
を
怠
っ
た
ば
っ
か
り
に

将
来
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
事
も
あ
り

ま
す
か
ら
注
意
下
さ
い
。

i営’あと1引灘

塁・、．酵
　　　　　　　　　　集

　　　　　　　　く1ど

　会社や工場をやめたときには

　　　　　　国民年金へ一

健
康
で
明
る
い
家
庭
を
築
く
た
め
に

　
　
　
　
　
す
す
ん
で
ご
参
加
下
さ
い

　
松
代
町
で
は
、
母
子
、
成
人
保
健
に

関
し
て
、
5
3
年
度
に
次
の
よ
う
な
検
診
、

学
級
、
健
康
相
談
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

す
す
ん
で
参
加
し
て
下
さ
い
。

◎
母
子
保
健

○
新
婚
学
級

　
53
年
8
月
か
ら
53
年
6
月
ま
で
に
、

結
婚
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
6
月
に
行

な
い
ま
す
。

　
・
明
る
い
家
庭
生
活

　
．
妊
娠
の
成
り
立
ち

　
・
結
婚
と
健
康
、
そ
の
他

○
母
親
学
級

　
妊
娠
中
に
、
前
期
、
中
期
、
後
期
の

三
回
コ
ー
ス
で
4
月
、
6
月
、
n
月
、

尼
月
に
行
な
い
ま
す
。

　
・
妊
娠
の
成
立
、
生
理

　
．
妊
娠
中
の
生
活
、
栄
養

　
・
妊
婦
体
操
、
分
娩
、
産
褥
、
新
生

　
　
児
、
家
庭
計
画
、
そ
の
他

○
産
後
検
診

　
産
後
ニ
カ
月
マ
三
カ
月
に
尿
検
査
、

血
圧
測
定
を
行
な
い
、
産
後
の
健
康
状

態
を
調
べ
ま
す
。
二
、
三
カ
月
児
の
健

康
相
談
と
あ
わ
せ
て
行
な
い
ま
す
。

○
孫
親
学
級

　
育
児
の
担
当
は
母
親
と
は
限
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
し
、
特
に
農
繁
期
は
、
お
じ

い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
ま
か
さ
れ
て

い
る
家
庭
も
多
い
よ
う
で
す
。
そ
こ
で

孫
の
面
倒
を
見
て
い
ら
れ
る
方
に
集
ま

っ
て
一
諸
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
7
月
と
1
2
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。

○
二
、
三
カ
月
児
健
康
相
談

　
産
後
検
診
と
併
せ
て
身
体
計
測
と
健

康
相
談
を
保
健
婦
に
よ
っ
て
行
な
い
ま

す
。
4
月
、
6
月
、
8
月
、
10
月

〇
四
、
五
カ
月
児
健
康
相
談

　
先
天
性
股
関
節
脱
、
臼
の
検
診
、
身
体

計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
併
せ
て
離

乳
食
指
導
も
行
な
い
ま
す
。

4
月
、
5
月
、
7
月
、
H
月
に
行
い
ま

す
。○

乳
児
検
診

　
生
後
六
カ
月
か
ら
生
後
十
ニ
カ
月
ま

で
の
乳
児
に
つ
い
て
医
師
の
診
察
、
身

体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

4
月
、
1
0
月
に
行
な
い
ま
す
。

〇
一
歳
六
カ
月
検
診

　
5
2
年
の
秋
よ
り
新
し
く
始
ま
っ
た
検

診
で
す
。
身
体
発
育
、
精
神
発
達
が
順

調
か
ど
う
か
行
い
ま
す
。

内
科
、
歯
科
、
身
体
計
測
、
健
康
相
談

を
行
な
い
ま
す
。

○
二
歳
児
検
診

　
二
歳
六
ケ
月
か
ら
三
歳
ま
で
の
幼
児

を
対
象
に
内
科
、
歯
科
の
診
察
、
尿
検

査
、
身
体
計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い

ま
す
。

〇
三
歳
児
検
診

　
三
歳
六
ケ
月
か
ら
四
歳
ま
で
の
幼
児

を
対
象
に
内
科
、
歯
科
の
診
察
、
尿
検

計
測
、
健
康
相
談
を
行
な
い
ま
す
。

4
月
、
10
月
に
行
な
い
ま
す
。

○
育
児
学
級

〇
一
歳
六
ケ
月
学
級

○
二
歳
児
学
級

〇
三
歳
児
学
級

　
そ
れ
ぞ
れ
の
検
診
の
後
、
検
診
の
結

果
、
発
育
の
し
つ
け
に
つ
い
て
皆
で
考

え
ま
す
。
5
月
、
H
月
に
行
な
い
ま
す
。

◎
成
人
保
健

○
出
稼
検
診

　
出
稼
ぎ
さ
れ
る
方
全
員
を
対
象
に
、

6
月
1
2
・
1
3
・
1
4
・
1
5
・
1
6
日
に
行
な

い
ま
す
。

○
循
環
器
検
診

　
四
十
歳
か
ら
、
六
十
四
歳
ま
で
の
方

の
内
、
出
稼
者
を
除
い
た
方
を
対
象
に

　
　
　
　
　
ヤ

7
月
、
4
．
5
・
6
・
7
日
に
行
な
い

ま
す
。

○
胃
集
団
検
診

　
原
則
と
し
て
四
十
歳
以
上
の
方
を
対

象
に
8
月
2
1
・
2
2
・
2
3
・
別
・
2
8
・
2
9

30

日
に
行
な
い
ま
す
。

○
婦
人
科
検
診

　
原
則
と
し
て
、
三
十
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
8
月
2
1
・
2
2
・
2
3
・
2
8
・
29
．

30

に
行
な
い
ま
す
。

○
貧
血
検
査

　
二
十
歳
か
ら
、
三
十
九
歳
ま
で
の
女

性
を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。
貧
血
検
査

の
他
、
血
圧
検
尿
も
行
な
い
ま
す
。

○
貧
血
事
後
指
導

　
松
代
で
は
貧
血
者
が
多
く
、
結
果
の

お
知
ら
せ
と
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

を
行
な
い
、
貧
血
者
の
減
少
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

○
寄
生
虫
卵
検
査

　
全
住
民
を
対
象
に
行
な
い
ま
す
。

○
糖
尿
病
教
室

　
出
稼
検
診
、
循
環
器
検
診
で
発
見
さ

れ
た
、
糖
尿
病
型
、
境
堺
型
の
人
を
対

象
に
行
な
い
ま
す
。

（9）



松
馨
麹
継
鰹
後
繋
繕
擾
鑓
蓉
灘
薦
馨

　
　
　
　
繰
欝
、
繋
灘
設
盤

　　　　　　　灘
饗難蒸松

苧
神
社
保
存
会
設
立
趣
意
書

　
松
苧
神
社
は
、
平
城
天
皇
の
大
同
二
．

年
（
八
〇
七
年
）
に
、
征
夷
大
将
軍
坂

上
田
村
麿
が
、
越
の
国
鎮
撫
の
折
、
高

志
族
の
祖
神
、
奴
奈
川
姫
命
を
紀
る
た

め
、
飛
騨
工
匠
に
建
立
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
旧
松
之
山

郷
六
十
六
ケ
村
の
総
鎮
守
と
し
て
、
松

苧
山
の
地
名
に
ふ
さ
わ
し
い
、
北
五
葉

の
老
松
が
連
ら
な
る
山
頂
に
鎮
座
さ
れ
、

こ
の
地
方
の
信
仰
の
中
心
と
し
て
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
社
殿
は
、
幾
度
か
改
築
が
行
わ
れ
た

も
の
ら
し
く
、
現
在
は
間
口
五
間
、
奥

行
八
間
の
木
造
茅
葺
の
建
物
で
、
天
正

七
年
（
一
五
七
九
年
）
に
上
杉
景
勝
が
、

直
峯
城
主
樋
口
伊
予
守
に
命
じ
て
改
築

さ
せ
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
建
築
様
式
か
ら
見
て
、
鎌
倉
時
代
末

期
か
室
町
時
代
の
建
築
で
は
な
い
か
と

見
ら
れ
て
お
り
、
県
内
で
も
数
少
な
い

貴
重
な
社
殿
で
あ
る
と
い
う
、
新
潟
大

学
、
故
金
原
教
授
の
鑑
定
も
あ
り
、
ま

た
、
昨
年
、
一
昨
年
に
は
、
東
京
大
学

稲
垣
教
授
の
現
地
調
査
、
文
化
庁
文
化

財
調
査
官
、
浜
島
技
官
の
現
地
調
査
等

も
実
施
さ
れ
、
目
下
国
の
重
要
文
化
財

と
し
て
の
指
定
を
申
請
中
で
あ
り
ま
す
。

　
時
代
の
変
遷
に
伴
い
、
信
仰
の
対
象

と
し
て
の
神
社
護
持
は
極
め
て
困
難
と

な
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
重
要
文
化
財

と
し
て
、
先
人
が
残
し
た
貴
重
な
財
産

を
、
適
切
に
保
守
管
理
し
て
、
後
世
に

伝
え
る
こ
と
は
、
私
ど
も
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
と
考
え
ま
す
。

　
こ
こ
に
、
松
苧
神
社
保
存
会
を
結
成

し
、
私
ど
も
の
責
務
を
果
し
て
ゆ
き
た

い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
地
域
住
民
の
皆

様
方
の
ご
賛
同
を
賜
り
た
く
、
伏
し
て

懇
願
申
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昭
和
五
三
年
三
月
十
八
日

松
苧
神
社
保
存
会
設
立
準
備
委
員

松
代
町
区
長
連
絡
協
議
会

　
会
長

　
副
会
長

　
　
〃

地
元
代
表

松
代
町
議
会

　
議
長

山米馬室
本持場岡

勝文利幹
芳行貞男

市
川
　
璋
次

松
代
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　
委
員
　
　
　
　
村
山
　
宇
一
郎

松
代
町
社
会
教
育
委
員
会

　
議
長
　
　
　
　
小
堺
　
又
七

松
代
町
教
育
委
員
会

　
委
員
長
　
　
　
柳
　
達
太
郎

　
教
育
長
　
　
　
島
田
　
健
司

qO

戸
籍
の
窓
口
か
ら

三
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
え
敷
園

お
め
で
と
繭
衡

大
滝
祐
幸
．
本
山
総
子
　
松
代
長
命
寺

関
谷
俊
昭
・
田
鹿
ユ
ミ
子
松
代
ざ
だ
冗
ん

早
川
雅
雄
二
局
橋
京
子
　
松
代
中
学
校

山
岸
篤
．
山
岸
涼
子
寺
田
鉄
京
治

難砦　
　
　
　
　
父
正
実

相
沢
智
幸
紀
　
　
　
二
男
松
代
ま
す
や

　
　
　
　
　
母
和
子

萬
羽
隆
幸
父
盛
郎
二
男

　
　
　
　
母
初
子

会
沢
東
坊
木

関
谷
真
希
子
器
子
長
女
松
代
伊
助

米
持
幸
父
熊
夫
長
女

　
　
　
母
菊
江

室
野
た
ぜ
ん

　
　
　
　
父
実
夫

米
持
岳
士
　
　
　
　
三
男
室
野
ぎ
ぜ
ん

　
　
　
　
母
美
恵
子

山
岸
　
マ
ツ

佐
藤
オ
之
助

内池室市若石萬
山田岡川井口羽

ム豊軍博キ藤リ
メ吉平吉チ吉力

中
条
ツ
ル
イ

七
三
オ

九
五
オ

七
七
オ

七
ニ
オ

八
八
オ

八
○
オ

八
○
オ

八
七
オ

八
七
オ

七
五
オ

蒲
生
あ
さ
ひ
や

儀
明
ご
ろ
ぜ
ん

会
沢
下
　
林

松
代
藤
見
屋

蓬
平
鍛
治
屋

田
沢
入
　
山

池
尻
て
っ
ぺ
ん
玉

仙
納
助
左
工
門

木
和
田
原
上
林

竹
所
　
前

　　人ロのうこき

　　　4月1日現在
世帯数　　1，950（一17）
人ロ男　　3，784（一54）

　女3，860（一67）
　計7644（一121）

（
U
　
5
　
5

1
　
4
　
F
D

　
　
ユ
　
　
ヌ

亡
出
計

死
転
減

　5

29
34

生
入
計

出
転
増



曹
歯
曹
乗
曹
索
曲
盆
畠
盆
《
曹
＊
曹
索
曹

成
人
式

曹
索
曹
乗
曹
需
曹
索
蔚
央
密
索
曹
乗
曹

　
成
人
に
な
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
成
人
式
は
五
月
十
日
（
水
曜
日
）

午
前
十
時
か
ら
挙
式
の
予
定
で
す
。

　
成
人
該
当
の
皆
さ
ま
に
は
ご
案
内
を

差
上
げ
ま
す
が
、
次
の
と
お
り
で
調
査

し
た
名
簿
に
お
名
前
が
あ
る
か
確
か
め

て
く
だ
さ
い
。
無
い
と
き
は
公
民
館
に

（
電
話
七
ー
二
三
〇
一
）
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
次
の
期
間
に
生
ま

れ
た
方
で
松
代
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る

人
で
す
。
ま
た
町
外
に
居
住
さ
れ
て
い

る
人
で
も
希
望
さ
れ
れ
ば
出
席
で
き
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該当者

と
　
　
き
　
　
5
　
　
月

01　
　
目

と
こ
ろ
　
総
合
セ
ン
タ

昭
和
鴉
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
邸
年
4
月
－
日
ま
で

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
方

松
代
ー
関
谷
良
一
・
関
谷
隆
司
・
樋
口

　
　
　
智
・
鈴
木
強
．
鈴
木
勝
義
・
樋

　
　
　
口
信
幸
・
平
沢
建
一
・
斉
木
英

　
　
　
吉
・
関
谷
隆
子
・
相
沢
知
代
子

　
　
　
．
斉
木
茂
子
．
鈴
木
久
美
子

　
　
　
本
山
総
子
・
室
岡
加
代
子
・
武

　
　
　
田
富
士
子
・
小
野
島
康
子
・
鈴

　
　
　
木
恵
・
笠
原
優
子
・
中
村
律
子

小
荒
戸
ー
山
賀
浩
一
・
富
沢
弘
子
・
富

　
　
　
　
沢
志
恵
子
．
山
賀
と
よ
子
・

　
　
　
　
山
賀
き
み
え

太
平
ー
相
沢
津
八
子
・
柳
真
知
子

田
沢
ー
市
川
美
智
子

菅
刈
ー
相
沢
美
和
子
・
関
谷
由
子

池
之
畑
ー
市
川
正
夫
・
市
川
淳
士
・

　
　
　
　
市
川
輝
雄

千
年
ー
高
橋
と
よ
子
・
西
方
一
美
・
関

　
　
　
谷
千
枝
子
・
西
方
庸
子
・
半
戸

　
　
　
ゆ
か
り

池
尻
ー
関
谷
し
げ
子

会
沢
i
小
野
島
昭
子

蓬
平
ー
小
堺
光
子
・
小
堺
伸
一
・
小
堺

　
　
　
民
江

海
老
i
若
月
久
子

犬
伏
ー
柳
よ
し
子
・
柳
由
美
子

孟
地
ー
佐
藤
圭
二

仙
納
ー
室
岡
義
明
．
室
岡
由
美
子

田
代
ー
若
井
清
美

蒲
生
ー
山
岸
宏
海

儀
明
ー
仲
村
厚
子

田
野
倉
ー
池
田
剛
雄

室
野
－
南
雲
隆
．
佐
藤
茂
達
．
小
堺
洋

　
　
　
子
・
米
持
芳
江
．
佐
藤
国
彦
・

　
　
　
佐
藤
優
子

木
和
田
原
ー
石
野
長
次

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の

交
通
事
故
を
な
く
そ
う

　
残
念
な
こ
と
で
す
が
、
昨
年
は
棺
桶

型
の
事
故
に
よ
り
一
度
に
多
数
の
死
傷

者
を
出
す
と
い
う
事
故
が
多
発
い
た
し

ま
し
た
。
5
月
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
を
中
心
に
家
族
や
職
場
の
仲
間
同

志
で
マ
イ
カ
ー
を
利
用
し
て
の
遠
出
が

ふ
え
、
こ
れ
に
加
え
、
行
楽
と
い
う
精

神
的
解
放
感
か
ら
思
わ
ぬ
大
事
故
に
な

り
ま
す
。

　
楽
し
い
行
楽
～
事
故
で
悔
い
を
残
さ

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ー
計
画
と
準
備
ー

・
車
の
点
検
、
整
備
，
は
十
分
に
す
る
。

・
出
か
け
る
前
日
や
旅
先
で
は
、
た
っ

　
ぷ
り
休
養
を
と
る
。

り
走
行
す
る
と
き
ー

・
無
理
な
追
越
し
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

　
す
ぎ
は
や
め
る
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
つ
け
る
。

・
こ
ど
も
は
助
手
席
に
乗
せ
な
い
。

・
こ
ど
も
の
安
全
教
育
の
場
に
し
ょ
う
。

ゆ
夜
間
に
か
け
て
の
走
行
は
や
め
る
。

ー
同
乗
す
る
人
は
0

・
交
差
点
・
踏
切
の
通
過
時
や
バ
ッ
ク

　
の
際
に
は
安
全
確
認
の
手
助
け
を
。

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
す
す
ん
で
つ
け
る
。

・
居
眠
り
を
せ
ず
運
転
者
に
適
度
に
話

　
し
か
け
る
。

今年も松代で免許更新ができます
黛嚢藝

4月～8月　◎毎週第3金曜日
（9月以降は未定）　午前9時から11時まで～手続き

　　　　　　　　午後1時から～　　　　講習会

毎
月
1
0
日
は
交
通
安
全
家
庭
の
日
で
す

　
　
　
　
家
庭
で
交
通
事
故
を
起
さ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
な
い
誓
い
を
し
ま
し
ょ
う

町総合センター所場◎

電
報
電
話
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

祝
電
は
お
早
め
に
1

　
結
婚
式
・
誕
生
日
等
の
晴
れ
の
日
に

は
、
き
れ
い
に
包
装
し
た
、
「
お
祝
い

電
報
」
を
ご
利
用
下
さ
い
。

☆
お
祝
い
電
報
は
、
配
達
日
指
定
と
し

　
て
配
達
日
の
三
日
以
前
に
お
打
ち
に

　
な
れ
ば
、
　
一
五
〇
円
割
引
に
な
り
ま

　
す
。

女
お
祝
い
電
報
の
配
達
日
指
定
は
、

　
○
日
前
か
ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

一

　
ご
希
望
の
日
の
午
前
又
は
午
後
に
配

達
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
そ
の

い
ず
れ
か
を
ご
指
定
下
さ
い
。

　
目
宅
か
ら
電
報
を
お
打
ち
に
な
る
と

き
は
、普

通
電
話
の
方
は

｛
地
集
電
話
の
方
は

を
お
廻
し
下
さ
い
。

←
五
番

一
五
番

（11）



（12）

撚懸孫瀕蝋灘撚灘懸；灘灘懸懸撚懸懸撚懸拠拠懸；懸猟懸撫撫灘

灘「翔．ll、韓1難瀞鞍灘欝

町民税の申告相談開設

　　期日に申告して下さい

ち釜、叢釜莚ξ

浦島太郎もビックリ？

　昔むかし……ある村に浦島太郎という漁師が住んでお

りました。ある日、太郎は子供たちにいじめられていた

カメを助けてやりました。　　なつかしいお話ですね。

おばあちゃんのヒザにダッコされながら聞きました。あ

のころを思いだしながら…　　乙姫様から玉手箱のおみ

やげをもらい、村へ帰ってきた太郎はビックリ。

　ホコリだらけだった道は舗

響擬謙欝難　・・．＿葡
　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　るう　　　　　　　レり　　　　　　　　　　　　　　　　て9　℃」》　誕、￥
は噴水のある公園‘壬い就　 ！愈夢葦馨
　周囲のかわりよっに驚いた

太郎は、通りすがりの人に尋

ねてみました。　「いったい、どうなつたのですか？」す

るとその人は、やさしく教えてくれました。　「あの道も

橋も公園も、み一んな税金のおかげなんよ。」と。

～また一っかけられた橋～税金で

　
町
民
税
・
県
民
税
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
申
告
は
、
法
律
や
町
条
例
の
定

め
で
住
民
の
み
な
さ
ま
の
義
務
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
申
告
書
は
昭
和
5
3
年
－

月
－
日
現
在
松
代
町
に
居
住
し
て
い
る

人
が
、
3
月
巧
日
ま
で
に
町
長
に
提
出

す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
み
な
さ
ま

の
便
宜
を
は
か
る
た
め
毎
年
四
月
下
旬

に
部
落
に
税
務
課
職
員
が
出
向
い
て
、

申
告
書
の
書
き
方
や
不
明
な
点
に
つ
い

て
の
相
談
を
受
け
て
申
告
を
受
理
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
の
申
告
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
員

（
区
長
）
さ
ん
か
ら
連
絡
さ
れ
ま
す
が
、

別
紙
日
程
の
と
お
り
実
施
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
申
告
下
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
3
月
15
日
ま
で
に
所
得
税
の

確
定
申
告
を
済
ま
せ
た
方
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
の
書
き
方
と

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
は

　
嘱
託
員
（
区
長
）
さ
ん
か
ら
配
布
さ

れ
ま
し
た
申
告
書
に
、

◎
　
所
得
者
の
氏
名
と
生
年
月
日

◎
　
配
隅
者
，
．
扶
養
親
族
の
氏
名
と
生

　
年
月
日

　
は
必
ず
書
き
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
書

き
入
れ
た
方
か
ら
順
番
に
相
談
の
受
付

を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、

◎
　
所
得
の
わ
か
る
方
は
書
き
入
れ
て

　
く
だ
さ
い
。
書
き
方
の
わ
か
ら
な
い

　
方
に
つ
い
て
は
相
談
日
に
書
き
ま
す

　
の
で
書
か
な
く
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
。

昭和53年度町民税申告相談日程表

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

　
印
か
ん

　
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
等
の

控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
そ

　
の
証
明
書
。
　
（
持
参
し
な
い
と
控
除

で
き
ま
せ
ん
。
）

明
す
る
資
料
。
　
（
な
け
れ
ば
よ
ろ
し

　
い
で
す
。
所
得
を
申
告
書
に
記
載
し

た
方
も
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
の

00
・
　
源
泉
徴
収
票
・
そ
の
他
所
得
を
証

会場 　　　月日
醐

4月20日
（木）

4月21日
（金）

4月25日
（火）

4月26日
（水）

4月27日
（木）

4月28日
（金）

嘱
酢
貝

午前9時～12時
午後1時～　4時

会　沢
清　水

池　尻
田　沢

孟　地
片桐山

菅　刈
〃

（
区

午前9時～12時太　平 千　年 野南町 蓬　平

長 午後1時～　4時 小荒戸 〃 名　平 〃

） 午前9時～12時小屋丸 儀　明 滝　沢 寺　田
莞 午後1時～　4時 池之畑 〃 中子苧島 〃

か 午前9時～12時竹　所 上　向 小　貫 蒲　生
午後1時～　4時 濁 諏訪峠 〃

午前9時～12時室野中町 福　島 犬　伏 東山海老 峠

義 午後1時～　4時 室野川西 奈良立 〃 下　山 〃

㌃ 午前9時～12時 莇　平 桐　山 室野川東
」
こ
ろ

午後1時～　4時 田野倉 仙　納 和田原 田　代

程日
　
室

談
占

　
帥

相
3

告
旨

　
路

申　
　
「

の
タ

　
　
ン

代
セ

　
合

松
総

　
町

　
代

　
松会場

（9時～12時）

7班・18班・19班

（】時一4時）

6班・27班・28班

2班・33班・34班

鶉
取
潔

日

　　　　　　　　　　　　　　　4月25日侠曜〉午前（9時・一12時）i4月26日（水曜）

1班・2班・3班・4班・5班・7班・　l　l4班・コ5班・ヱ6

　　　　　　　　　　　　　　i20班・21班・22
　　　　　　　午後（1時一4時）1

8班・9班・10班・l　l班・12班・　：23班・24班・25

13班　　　　　　　　　　　　　i29班・30班・31

　　　　　　　　　　　　　　i35班


